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１．折り返しアーチファクト
原因：設定したFOVの外の物体にも、受信コイル近くのものは傾斜磁場がかかっており信号を出
す。サンプリング数が少ないとFOVの内と外のものを区別できず、外のものが内のものと誤って
内側のピクセルに位置づけされる。fmax  -  -fmax がナイキスト周波数で、
最大周波数fmaxはFOVの端に相当する。FOVの外にある部分はすべてさらに高い周波数となる
が，FOV内の低い周波数に“転籍”される．これが折り返しアーチファクトである．
対策：
①FOVを大きく設定する（傾斜磁場を弱くする）。
②Oversampling 　(no phase wrap, no frequency wrap) を行う。
③表面コイルを使用する（FOV外から信号を受信しない）。
④FOV外からの信号を消去する（saturation pulse)。
⑤３D撮影でスライス選択方向にア－チファクト(+)の場合、最初と最後の数スライスを捨てる。

２．動きによるアーチファクト (motion artifact)
原因：位相エンコード用のグラディエントが印加されて、リードアウトグラディエントが印加
されエコーが観察されるまでの時間差に、空間的に移動したものはアーチファクトを生じる。
この場合のアーチファクトは常に位相エンコーディング方向に出現する。位相エンコードから
エコー収集までの時間が長いため、動きの影響を受けやすい。
周波数エンコードとエコー収集は同時なので、周波数軸方向にはアーチファクトを生じない。
動きの途中で、構造が周期的に位相エンコード方向の中心に近づいたり遠のいたりすることが
原因。三次元画像では別のスライスにアーチファクトが出るので十分注意する。
対策：
①EKG同期、呼吸同期を使用する
②呼吸の動きを補正する（respiratoｒy compensation)。
③呼吸停止下に撮影する（撮像時間↓　～S/Nや空間分解能が犠牲になる）。
④アーチファクト発生源の信号を抑制する（pre-saturation pulse や脂肪抑制）。
⑤動きに強いk空間の充填法（(PROPELLER、JET、RADER）。

３．化学シフトアーチファクト 
原因：脂肪と水で、プロトンの共鳴周波数が異なることより生じるアーチファクトである。SE
法およびgradient echo（GRE）法では，位相エンコード用傾斜磁場に比べ周波数エンコード用
傾斜磁場強度が弱いために，周波数エンコード方向に発生する。しかしながらEPIの場合では，
非常に強力な周波数エンコード用傾斜磁場の高速反転と，弱い位相エンコード用傾斜磁場を使
用するため，CSAは位相エンコード方向に大きく現れる。
脂肪が低周波数方向（低磁場側）に移動し、高周波数方向（高磁場側）で水と重なり高信号と
り、低周波数方向（低磁場側）では低信号となる。
対策：
①バンド幅を拡大する
②周波数Encode Matrix数(Nx)を縮小する
③TEを長くする
④脂肪抑制法を適応する（脂肪飽和パルスやSTIR)



４．打ち切りアーチファクト (truncation artifact)
原因：高信号部と低信号部の境界近傍でデータのアンダーサンプリングにより生じるアーチファ
クト。Gibb’s現象とも呼ばれる。位相方向に発生しやすい。
フーリエ変換MRIにおいては、すべての画像は多様な周波数からなる正弦波の重なりとして近似
される。
低周波成分が大まかな形態を近似、高周波成分がそれを補正。
実際にはすべての周波数成分を使って近似することはできず、高周波成分は打ち切られており、
コントラストの大きい境界面に沿って縞模様のアーチファクトを生じる。
対策：
①バンド幅を狭くする（サンプル時間を長くする）
②ピクセルサイズを小さくする（Ny　↑　or　FOV ↓）

５．磁化率アーチファクト (susceptibility artifact)
原因：磁性体や磁化率が異なる物質が存在することにより局所の磁場が乱され不均一となりなる
ため生じるアーチファクトであり、その部分が低信号になる。グラディエントエコー（GRE）法
やエコープラナー(EPI)法で強調される。具体的には、金属や空気との境界
（特に拡散強調像にて）でみられる。
逆に、ヘモジデリンや石灰化の検出にGRE法を用いることもある。
SE法、特にFSE法では影響を受けにくい。
対策：
①GRE法の代わりにSE法を用いる（180°ﾊﾟﾙｽで位相ずれ修正）
②可能な限り短いTE（位相がずれる時間を短くする）
③BWを広くする（サンプリング時間を短くする）
④スライス厚を薄く、またはボクセルサイズを小さく（位相分散を小さくする）
⑤取り外せる金属は取り除いて検査を行う（入れ歯、ネックレス） 
６．クロストークアーチファクト
RFパルスによってスライス面を選択するとき、RFパルスのフーリエ変換が正確に矩形でないため
に、隣接するスライス面の一部をも励起してしまう。実効TRが短くなるため（隣接するRFにより
プロトンが飽和する）、T1強調が強まる。また、TRが短縮するため、SNRが低下する。脊椎の椎
間板に平行なスライスを、マルチスライス法撮影した場合にみられる。
対策：
①スライス間隔をあける（スライス厚の10-20％）。
②スライス励起を1枚飛ばしにする（奇数→偶数など）。
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(F.H. Attix “Introduction to Radiological Physics and Radiation Dosimetry”  
) 
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